
—20—

第3章　外事情勢

国際的な取組
　核軍縮や核不拡散の取組を話し合う核拡散防止条約（ＮＰＴ）の再検討会議が、平成27年４
月27日から５月22日までニューヨークの国連本部で開催されました。５年に１度開催される同
会議は、中東の非核化に関する国際会議の開催をめぐって加盟国の対立が解消せず、全会一致
の合意方法を採っているため最終合意案を採択できずに閉幕しました。
　警察では、大量破壊兵器関連物資等の拡散が国際社会における重大な脅威となっている情勢
を踏まえ、11月には、ニュージーランドが主催してウェリントンで実施されたＰＳＩ阻止訓練（注）

「Maru2015」に参加しました。

大量破壊兵器関連物資等の不正輸出

違法行為の取締り
　大量破壊兵器関連物資等の拡散は、我が国のみならず国際社会における安全保障上の重大な
脅威となっていることから、我が国からの大量破壊兵器関連物資等の不正輸出に対する取締り
を推進しており、警察ではこれまでに33件の不正輸出事件を検挙しています。
　27年中には、核兵器開発に使用されるおそれのある炭素繊維を韓国を経由して中国向けに
不正に輸出した外為法違反事件等３件を検挙しました。
　警察では、国内外の諸情勢を的確に把握かつ分析し、関係機関との緊密な連携体制を構築す
ることにより、大量破壊兵器関連物資等の不正輸出に対する取締りを強化していくこととして
います。　

（注）ＰＳＩ阻止訓練
国際社会の平和と安定に対する脅威である大量破壊兵器、ミサイル及びこれらの関連物資の拡散を阻止するために、国際
法及び各国国内法の範囲内で参加国が共同して執り得る移転及び輸送阻止のための措置を検討・実践する取組。我が国は平
成15年の発足当初から積極的に参加。

被疑法人が不正輸出した炭素繊維と
同型の炭素繊維
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